化学Ⅱ実験2011-04
金属イオンの系統分離（Ag+, Ba2+, Cu2+, Fe3+の分離）

　金属は日常のあらゆる場面で出てくる大事な材料であるだけに、昔から、純度の高い金属をどのように精製（精錬）するか、精製後の廃液をどう処理するかが大きな課題となってきました。今日は主要な金属イオンの分離・確認方法を「マイクロスケール実験」で確認していきます。

用意　未知試料（4種入り、約3 mL）、セルプレート、ろ紙×3、スポイト×４、水、
　　プラスチッククリップ×３、プチボトル×３（1 mol/L塩酸、1 mol/L硫酸、29 %アンモニア水）

手順（プレート図（今回は縦に使います）・フローチャートも参照してください。）

①　ろ紙を４つ折りにして袋状に開き、円錐状になるようクリップで止める（3枚とも）

　②　右上セルに未知試料を全量入れる。

　③　1 mol/L塩酸を10滴、滴下する。沈殿の生成を確認する。

　④　③の下のセル（右中上セル）に①のろ紙を置き、スポイトで③を沈殿を含めて吸い取り、全量をろ過する。さらに、水をスポイトでろ紙に１つまみ（約0.5mL）とり、ろ紙を洗いながら入れる。

※液体が全量右中上セルに移ったら、使用後のろ紙は左上のセルに置く。

　⑤　④のろ液に1 mol/L硫酸を10滴、滴下する。沈殿の生成を確認する。

　⑥　⑤の下のセル（右中下セル）に①のろ紙を置き、スポイトで⑤を吸い取り、全量をろ過する。さらに、水をスポイトでろ紙に１つまみ入れ洗浄する。

　⑦　⑥のろ液に点眼瓶で29%アンモニア水を3滴、滴下する。沈殿の生成を確認する。

　※アンモニア水を入れすぎると⑧の操作の際、臭いがきつくなるので注意する。

　⑧　⑦の下のセル（右下セル）に①のろ紙を置き、スポイトで数回出し入れしてよくかき混ぜた後⑦を吸い取り、全量をろ過する（ろ過速度が遅いので、様子を見ながら少量ずつろ紙上に移す）。
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⑨　残ったろ液の色で、含まれる金属イオンを推測する。
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図　実験フローチャートとプレート
結果・考察

１．手順③・⑤・⑦で生成した沈殿の色、手順⑨で確認した溶液の色は？

　　　手順③　　　　　　　　　　　　　　　　手順⑤　　　　　　　　　　　

　　　手順⑦　　　　　　　　　　　　　　　　手順⑨　　　　　　　　　　　

２．１より、以下の各手順で分離した金属イオンを、イオン式で書きなさい。

　　　手順③　　　　　　　　　　　　　　　　手順⑤　　　　　　　　　　　

　　　手順⑦　　　　　　　　　　　　　　　　手順⑨　　　　　　　　　　　

３．１・２より、各手順で起きた反応をイオン反応式で書きなさい。

　　　手順③　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　手順⑤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　手順⑦　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　

参考　酸化銀は、放置しておくと日光に含まれる紫外線により銀へと光分解される。
２AgCl → 2Ag ＋ Cl2↑

ろ過してすぐは白かった沈殿が、実験終了後再びろ紙の中を確認すると灰紫色（銀）に変わっているはず。確認してみてください。
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